
ゴールデンウィークも明け、これから本校でも本格的に教育活動を展開していきます。新型コ
ロナウイルス感染症の感染状況も高止まりが続いていますが、引き続き、予防対策を講じなが
ら前へ前へ進んでいきたいと考えています。さて、今号では、過日行った避難訓練の様子を中
心にお伝えしていきます。

静まりかえった校内に『ビイイイッー』、『ビイイイッ
ー』、火災を告げる非常ベルが鳴り、「訓練訓練、ボイラ
ー室より出火、先生の指示に従って避難してください」
の訓練放送とともに今年度一回目の避難訓練は始まりま
した。今回はコロナ禍ではあるものの三つの密を低減し、
全校で実施しました。
火災発生（１階ボイラー室）を想定して避難経路を確

認したり、避難する時に実践すること（おかしも＝右の
イラストをご覧ください）を確認したりして避難行動を
とりました。
ここ数日も全国的に火災を扱うニュースは毎日のよう

に流れ、その度に、尊い命が奪われるなど悲しい報道が
なされます。
火災や地震などの自然災害は予測ができないことか

ら、訓練など日頃の準備が重要です。訓練のための訓練
とならないよう子ども達は真剣に取り組んでいました。これまでと同様に、ご家庭でも折に触
れ、お子さんと向き合っていただけると大変ありがたいです。

５月１０日（火） １年生保護者を対象にした引き渡し
１６日（月） １年生集団下校訓練 ⑤
１７日（火） ２年生集団下校訓練 ⑤

５年生集団下校訓練 ⑥
１８日（水） ４年生集団下校訓練 ⑥
１９日（木） ３年生集団下校訓練 ⑤

６年生集団下校訓練 ⑥
☆ ６年生は薬物乱用防止教室を⑤に実施

＊ 丸数字は実施する時間帯（校時）を表しています

＊ 第２回避難訓練（地震想定）は２学期中に実施予定です

深く考え、心豊かな、

思いやりのある たくましい子

今後の危機対応のおもな予定

５年生が非常階段で避難中 避難場所（グラウンド）へ急ぐ６年生指示を受け、廊下へ移動 ３年生



北海道子ども相談支援センター（以下、「子ども相談支援センター」)
からのお知らせです。

子ども相談支援センターでは平成２７年１０月の開設以来、これまで多くの児童生徒や保護者から
の相談を受け付けてきました。各学校でも、日頃から児童生徒に寄り添い、悩みを抱える児童生徒の
心のケアに努めているところですが、ゴールデンウィーク等の連休や長期休業明けに不登校となる児
童生徒や自殺者が増える傾向があることから、この時期に改めて児童生徒が相談できる窓口を周知し、
児童生徒の心のケアに万全を期していきたいと考えています。
各学校において、「主な相談窓口（北海道）」や「子ども相談支援センター」をはじめとする相談

窓口について周知いたしますのでよろしくお願いします。

○ 子ども相談支援センタ－相談窓口のご案内

http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ssa/ijimedenwasoudan.htm

・電話相談 ０１２０－３８８２－５６

・メール相談sodan-center@hokkaido-c.ed.jp

今号のタイトルは、「立夏（りっか）」（二十四節気のうちの一つです）。ここか

ら夏が始まるとされています。土のなかから蚯蚓（みみず）やタケノコなどさまざまな生き物が力

を持って地上に出てくるようなエネルギッシュなタイミングです。

明日、５月１０日（火）は遠足を実施します
明日は、天気にも恵まれ予定通り遠足を実施できそうです。明日はお弁当が必要に

なりますので、ご協力をお願いいたします。荒天時は１３日（金）に延期の予定です。

子ども達も楽しみにしています。いい思い出が、また一つできることを願っています。

なお、詳細につきましては、各学年の学年学級通信でご確認ください。






